
委員会等
活 動

委員会では、町の問題点等について調査・審査
を行う。また、視察や研修を行い、議員の資質
向上に努めている。

　

今
回
は
、「
討
論
型
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
称
し
、
事
前
に
議
会
だ
よ
り
〝
潮
さ

い
〟
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
会
場
の
参

加
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
方
法
で

行
わ
れ
た
。

　
潮
さ
い
第
１
５
２
号
（
令
和
４
年
２

月
発
行
）の
感
想
を
頁
毎
に
い
た
だ
き
、

正
副
委
員
長
に
よ
る
返
答
方
式
で
行
わ

れ
た
。
例
え
ば
、「
裏
表
紙
の
文
字
が

小
さ
い
の
で
高
齢
者
に
も
優
し
い
大
き

な
フ
ォ
ン
ト
に
し
た
方
が
良
い
。」
等

諸
々
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で

の
ご
意
見
・
感
想
を
今
後
に
反
映
し
て
、

よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
た

い
。

　
元
広
島
県
廿
日
市
副
市
長
の
川
本
達

志
氏
に
よ
る
講
演
「
地
方
議
員
の
た
め

の
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
課
題
を
見
つ
け
、

質
問
の
構
造
を
考
え
た
効
果
的
な
準
備

が
大
事
で
あ
る
。
日
頃
の
学
習
で
制
度

や
事
業
を
十
分
理
解
し
、
深
堀
す
る
こ

と
で
、
あ
る
べ
き
姿
へ
の
共
感
を
生

み
、
行
政
を
動
か
す
可
能
性
が
生
ま
れ

る
等
々
の
示
唆
が
あ
っ
た
。
具
体
的
で

あ
り
、
一
般
質
問
の
在
り
方
を
改
め
て

認
識
し
た
。
町
民
の
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
総
工
費
28
億
６
千
万
円
余
り
で
完
成

し
た
セ
ン
タ
ー
は
最
大
６
千
食
の
調
理

能
力
が
あ
り
、
最
新
の
衛
生
管
理
手
法

が
採
ら
れ
、
ゾ
ー
ン
分
け
、
衛
生
的
な

配
慮
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
、
災
害
時

も
３
日
間
炊
出
し
可
能
な
設
備
等
の
特

徴
が
あ
る
。

　
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
食
し
た
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
現
状
へ
の
対
応
や
県
産
食
材
の
利
用

状
況
等
の
質
問
も
あ
っ
た
。

　
物
価
高
騰
の
中
、
メ
ニ
ュ
ー
や
食
材

を
工
夫
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
安
全

な
給
食
の
提
供
に
感
謝
し
、
持
続
的
な

運
営
に
向
け
て
期
待
し
て
い
る
。

より良い議会だよりのために

食育も担う学校給食

改めて一般質問について学んだ
「常に学び、常に行動」
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※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来てみらんね！

　

■問い合わせ先

電話　７８－３２９１
議会事務局

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

次の定例会は

開会の予定です
月11日（月）３

町民のひろば町民のひろば

傍聴席から 地域リポート

　厳粛な空間の中、熱い議論が交わされていまし
た。“私たちが住んでいるまち”に関心を持つこ
とは大切だとの思いから、時間のある時は傍聴に
行くよう心がけています。
　時代の変化とともに行政も対応せねばならず、
若い子育て世代が、未来に向けて、住みやすい素
晴らしい町になればと願うばかりです。
　この「潮さい」も毎回隅々まで読んでいます
し、また傍聴に行こうと思います。皆さんも、ぜ
ひ行かれてみてはどうでしょうか。

　鰐口で有名な二宮八幡宮は、旧高浜村の村社
で、肥後の国司尾藤小卿肥後守隆房が肥後の国に
七社建立した内の１社だ。年の瀬に総代が集合
し、五穀豊穣を祈りながら注連縄や社殿の正月飾
り等を藁で縄を編み、奉納旗を建てて正月の準備
をするのが習わしだ。
＊鰐口とは、参拝者がたたき鳴らす金属製の丸い
形をした仏具の一種。寛永20年に寄進され、当時
は神仏習合の考えで神社に奉納された。現在は町
教育委員会生涯学習課が保管している。

大塩　武士さん（新町区） 建浜区
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議
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　福
永

　栄
助
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言

ひ 

と 

言
　
亡
く
な
ら
れ
た
人
達
の
ご
冥
福

を
祈
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

（
浦
邊
）

　
元
旦
の
能
登
半
島
を
襲
っ
た
震

度
７
の
巨
大
地
震
。
石
川
県
を
中

心
に
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。
ま

た
、
土
砂
崩
れ
や
津
波
の
発
生
で
イ

ン
フ
ラ
や
建
物
の
損
壊
も
深
刻
で
、

避
難
所
で
生
活
し
て
い
る
住
民
も

多
い
。
被
災
地
の
深
刻
な
状
況
を
見

な
が
ら
、
熊
本
地
震
の
当
時
が
思
い

出
さ
れ
て
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
。

わにぐち

しめなわ

わら
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